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機 械 工 学 科

本 科

５
年

４
年

３
年

２
年

１
年

専 攻 科

２
年

１
年

電 気 電 子 工 学 科

電 子 制 御 工 学 科

物 質 工 学 科

４
０
名

４
０
名

４
０
名

４
０
名

定
員

現
員

3
2

5
5

(6
)

定
員

比

1
7
1
％

8
0
0

8
5
3

(1
8
0
)

定
員

比

1
0
7
％

複
合

工
学

専
攻

４
工
学
系

（
機
械
、
電
気
電
子
、

情
報
、
化
学
・
生
物
）

１
６
名

１
６
名

学
科

構
成

13

３
つ
の

方
針

の
策

定
（
H
2
9
．
4
）

★
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
本
科
・
専
攻
科
）

★
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
（
本
科
・
専
攻
科
）

★
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
（
本
科
・
専
攻
科
）

（
自

己
点

検
・
評

価
報

告
書

p4
～

p1
1
記

述
）

Ｈ
Ｐ
，
学
校
要
覧
，
各
種
配
布
物
等
に
記
載
し
，

周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
．

≪
学

校
教

育
法

施
行

規
則

の
改

正
≫

全
て
の
大
学
等
に
お
い
て
、
以
下
の
三

つ
の

方
針

を
一

貫
性

あ
る
も
の

と
し
て
策

定
し
、
公

表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
平
成
2
9
年
４
月
１
日
施
行
）

14

多
く
の
実
験
実
習

実
践
的
教
育

電 気 実 験

機
械

実
験

物
理

実
験

物 質 実 験

制 御 実 験

15

研
究

に
関

す
る

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

機
器

を
用

い
た
実

験

卒
業

研
究

発
表

会

卒
業

研
究

（
本

科
）
，
特

別
研

究
（
専

攻
科

）

16
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平
成
２
５

年
度

平
成
２
６

年
度

平
成
２
７

年
度

平
成
２
８

年
度

原
級

留
置
率

本
科

2
.6
%

3
.4
%

3
.1
%

1
.2
%

専
攻

科
0
.0
%

0
.0
%

2
.1
%

2
.0
%

（
全
国
平
均
）

(4
.1
5
%
)

(2
.8
0
%
)

退
学
率

本
科

1
.5
%

3
.6
%

1
.8
%

1
.6
%

専
攻

科
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

（
全
国
平
均
）

(2
.4
0
%
)

(2
.0
7
%
)

原
級
留
置
率
・
退
学
率

17

専
攻
科
⽣
の
研
究
活
動
状
況

講
演

論
文

講
演

論
文

講
演

論
文

講
演

論
文

講
演

論
文

24
7

18
8

33

25
8

20
19

1
3

50
1

26
3

32
3

7
1

6
48

4
27

6
1

24
1

9
8

47
2

28
4

7
20

12
1

43
1

計
機
械

電
気
電
子

物
質

（化
学

・生
物

）
年
度

情
報

2
7

宮
本

大
毅

情
報

全
国
大
会
発
表
奨
励
賞

第
３
３
回
電
気
設
備
学
会
全
国
大
会

電
気
設
備
学
会

平
成
２
７
年
9
月

畑
山

雄
大

電
気
電
子

全
国
大
会
発
表
奨
励
賞

第
３
３
回
電
気
設
備
学
会
全
国
大
会

電
気
設
備
学
会

平
成
2
7
年
９
月

山
田

創
介

電
気
電
子

優
秀
発
表
賞

平
成
２
７
年
度
高
専
連
携
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

高
専

連
携

教
育

研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
2
7
年
1
2
月

2
8

山
口

充
洋

電
気
電
子

電
気
設
備
学
会
九
州
支
部
賞

第
３
４
回
電
気
設
備
学
会
全
国
大
会

電
気
設
備
学
会

平
成
2
8
年
9
月

渡
邉

貴
尚

電
気
電
子

電
気
設
備
学
会
九
州
支
部
賞

第
３
４
回
電
気
設
備
学
会
全
国
大
会

電
気
設
備
学
会

平
成
2
8
年
9
月

太
田

航
平

情
報

優
秀
講
演
賞

平
成
２
８
年
度
砥
粒
加
工
学
会
学
術
講
演
会

砥
粒
加
工
学
会

平
成
2
8
年
9
月

永
島

康
詞

情
報

ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞

2
0
1
6
年
度
精
密
工
学
会
九
州
支
部
学
術
講
演
会

精
密
工
学
会

平
成
2
8
年
1
2
月

18

（
本

科
）
最

近
の

５
年

間
の

競
争

率

区
分

2
6
年

度
2
7
年

度
2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度

機
械

１
．
７

１
．
５

１
．
９

１
．
３

１
．
1

電
気

１
．
０

１
．
９

１
．
２

１
．
２

１
．
３

制
御

２
．
１

２
．
０

２
．
０

２
．
４

２
．
0

物
質

１
．
６

１
．
８

１
．
５

２
．
０

1
．
３

全
体

１
．
５
８

１
．
８
０

１
．
６
３

１
．
７
2

１
．
４
４

中
学

生
時

代
の

成
績

上
位

1/
3以

内
が

60
%

, 
1/

2以
内
が

90
%
以
上

0
%

5
0
%

1
0
0
%

標
準

H
2
5
年

度
H
2
6
年

度
H
2
7
年

度
H
2
8
年

度
H
2
9
年

度

4
.5
以

上

4
.0
～

4
.4

3
.5
～

3
.9

3
.0
～

3
.4

2
.0
～

2
.9

1
.0
～

1
.9

20
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【
偏

差
値

】
佐

世
保

高
専

６
６
，

青
雲

7
3
，
長

崎
西

(普
)7
0
，
長

崎
北

陽
台

（
普

）
6
4
，

長
崎

東
（
普

）
6
3
，
佐

世
保

北
（
普

）
6
1

出
典
：
ht
tp
://
高
校
偏
差
値
.n
et
/n
ag
as
ak
i.p
hp

佐
世
保
高
専
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
維
持
・
強
化

0
2,
00

0
4,
00

0
6,
00

0
8,
00

0
10

,0
00

12
,0
00

14
,0
00

16
,0
00

18
,0
00

20
,0
00

平成16年

平成17年

平成18年

平成19年

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

平成26年

平成27年

平成28年

平成29年

平成30年

平成31年

平成32年

平成33年

平成34年

平成35年

長
崎

県
人

口
構

成
：
15

歳

佐
賀

県
人

口
構

成
：
15

歳

入
試

対
象

年
齢

人
口

の
推

移

21

（
専

攻
科

）
最

近
の

５
年

間
の

競
争

率

全
体

志
願

者
数

入
学

者
数

推
薦

入
学
者

志
願

者
倍
率

入
学

者
定
員

比
定 数

H
2
5

3
2

2
4

2
2

2
1
.5

1
6

H
2
6

3
1

2
3

1
7

1
.9

1
.4

1
6

H
2
7

3
1

2
4

1
6

1
.9

1
.5

1
6

H
2
8

3
1

2
6

1
5

1
.9

1
.6

1
6

H
2
9

4
3

3
1

2
3

2
.7

1
.9

1
6

22

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

機
械

電
気
電
子

電
子
制
御

物
質

全
体

約
6割

が
就

職
、
約
4割

が
進

学

卒
業

生
の

進
路

年
度

就職者割合（%）

23

・
求

人
倍

率
（
H
2
9
年

度
）
；
約

3
0
倍

（
一

般
新

卒
大

学
生

1
.7
8
倍

）
・
就

職
率

；
ほ

ぼ
１
０
０
％

・
地

元
就

職
率

高
め
た
い

←
地

域
と
の

連
携

を
強

化

年
度

求
人
会

社
数

求
人
数

就
職
率

長
崎
県

九
州
内

2
4

5
3
0

1
6
2
5

1
0
0
%

1
1
%

3
1
%

2
5

5
6
3

1
7
9
0

9
9
%

1
5
%

2
9
%

2
6

5
9
8

1
9
7
0

1
0
0
%

1
1
%

2
5
%

2
7

7
5
2

2
6
3
3

9
9
%

9
%

3
1
%

2
8

9
0
8

2
9
1
1

1
0
0
%

1
5
%

3
9
%

（
本

科
）
就

職
状

況

※
倍

率
＝

求
人

企
業

数
／

内
定

者
数

24
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運
輸

：
ト

ヨ
タ

自
動

車
、

日
産

自
動

車
、

本
田

技
研

、
マ

ツ
ダ

、
ス

バ
ル

，
J
A

L
，

J
R

東
海

、
J
R

西
日

本
、

J
R

九
州

鉄
鋼

：
新

日
鐵

住
金

、
J
F
E
H

D
 

電
機

メ
ー

カ
：
ﾊ

ﾟﾅ
ｿ
ﾆ
ｯ
ｸ
、

東
芝

、
日

立
、

ｿ
ﾆ
ｰ

、
三

菱
電

機

重
工

業
：
三

菱
重

工
、

川
崎

重
工

，
日

揮

精
密

機
械

：
ニ

コ
ン

、
キ

ヤ
ノ

ン
、

コ
ニ

カ
ミ

ノ
ル

タ

情
報

通
信

：
N

H
K
、

N
T
T
、

K
D

D
I、

任
天

堂

電
力

会
社

：
東

京
電

力
、

九
州

電
力

、
中

部
電

力
、

関
西

電
力

食
品

：
グ

リ
コ

、
森

永
乳

業
、

ハ
ウ

ス
食

品
、

明
治

乳
業

化
学

：
旭

化
成

、
東

レ
、

ユ
ニ

チ
カ

、
京

セ
ラ

薬
品

：
武

田
薬

品
、

中
外

製
薬

、
第

一
三

共
プ

ロ
フ

ァ
ー

マ
、

・
・
・
等

就
職

先
（
本

科
・
専

攻
科

）
の

例

25

＜
編
入
学
試
験
＞

東
京
工
業
大
学
、
大
阪
大
学
、
九
州
大
学
、
熊
本
大
学
､
等

＜
推
薦
制
度
有
＞

長
岡
技
術
科
学
大
学
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学

（
高
専
と
連
携
の
強
い
大
学
で
全
国
の
高
専
か
ら
多
数
編
入
）

熊
本
大
学
、
九
工
大
、
佐
賀
大
、
大
分
大
、
鹿
児
島
大
、
等

多
く

の
大

学
は

4
0
名

の
ク

ラ
ス

の
上

位
2
0
番

以
内

で
推

薦
可

能

＜
専
攻
科
か
ら
大
学
院
＞

九
州
大
学
､
東
京
工
業
大
学
、
熊
本
大
学
､
九
州
工
業
大
学
、

奈
良
先
端
大
学
院
大
学
等

進
学

先
(本

科
・
専

攻
科

)の
例

26

一
泊

研
修

校
長

,学
科

長
講

話
学

年
集

会
学

科
長

,5
年

生
講

話
（
工

場
見

学
）

学
年

集
会

ホ
ー

ム
ル
ー

ム
低

学
年

講
演

会
（
工

場
見

学
）

一
泊

研
修

旅
行

工
場

見
学

学
年

集
会

ホ
ー

ム
ル
ー

ム
低

学
年

講
演

会

工
場

見
学

旅
行

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ

進
路

支
援

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

就
職

・
進

学
指

導

保
護

者

企
業

中
学

産
学

連
携

ｺ
ﾝ
ｿ
ｰ

ｼ
ｱ

ﾑ

何
が
や
り
た
い
の
か
！

何
に
価

値
を

感
じ
る
の
か
！

自
分

に
で
き
る
こ
と
！

得
意

な
こ
と
！

学
科

長
担

任
教

員

自
己

分
析

初
年

次
教

育

ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ
･
ﾘ
ｻ
ｰ
ﾁ
ﾜ
ｰ
ｸ

ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｼ
ﾞ
ｮ
ﾌ
ﾞ
･
ﾊ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
(
P
B
L
)

ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ
関

連
講

習
S
P
I模

擬
試

験

後
輩

へ
体

験
談

講
話

高
専

1
年
生

2
年
生

3
年
生

4
年
生

5
年

生
（就

職
・進

学
）

進
路

支
援

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

キ
ャ

リ
ア

教
育

支
援

室
進

路
支

援
シ
ス
テ
ム

（学
生

閲
覧

）

就
職 取
組

概
念

図

キ
ャ

リ
ア

教
育

5
年

一
貫

キ
ャ

リ
ア

・
デ

ザ
イ

ン
教

育
を

推
進

27

教
室

環
境

の
整

備

（
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

－
ジ

シ
ス

テ
ム

）

・
H

2
9
年

度
全

教
室

に
整

備
（
高

専
4
.0

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
事

業
）

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
－

ニ
ン

グ
・
双

方
型

授
業

に
活

用
・
パ

ソ
コ

ン
，

タ
ブ

レ
ッ

ト
，

ス
マ

ホ
等

を
活

用
し

た
授

業
28
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1．
優

秀
な

入
学

生
を

確
保

す
る

取
り

組
み

と
し

て
，

一
日

体
験

入

学
（
オ

－
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

）
，

中
学

校
訪

問
等

，
全

教
職

員
で

取
り

組
む

体
制

が
確

立
し

て
お

り
，

継
続

的
に

機
能

し
て

い
る

．

2．
授

業
ア

ン
ケ

－
ト

，
Ｆ

Ｄ
活

動
等

を
通

し
て

継
続

的
に

教
育

シ
ス

テ
ム

の
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
が

機
能

し
て

い
る

．

3．
進

路
（
本

科
・
専

攻
科

）
状

況
は

，
良

好
な

状
況

で
そ

れ
を

維
持

で
き

て
い

る
．

【
特

色
あ

る
取

り
組

み
】
【
優

れ
て

い
る

点
】

29

1
．

入
試

状
況

の
環

境
変

化
に

柔
軟

に
対

応
し

優
秀

な
学

生
を

確
保

す
る

．
＊

入
試

倍
率

（
人

口
変

動
）
，

女
子

学
生

確
保

，
偏

差
値

2
．

卒
業

生
の

質
保

証
制

度
へ

の
対

応

＊
全

国
高

専
（
高

専
機

構
）
と

し
て

の
共

通
な

方
向

性
（
連

携
）

＊
コ

ア
科

目
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
統

一
，

到
達

度
を

確
認

す
る

試
験

等
の

導
入

な
ど

へ
の

対
応

3
．

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

－
ニ

ン
グ

・
双

方
型

授
業

の
拡

大
に

よ
る

主
体

的
な

学
び

＊
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

－
ジ

シ
ス

テ
ム

＊
ＩＣ

Ｔ
を

授
業

等
に

積
極

的
．

＊
IC

T
（
In

fo
rm

at
io

n
 &

 C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 T

e
c
h
n
o
lo

gy
:

情
報

通
信

技
術

）

4
．

専
攻

科
に

お
け

る
特

別
研

究
指

導
資

格
を

有
す

る
教

員
の

育
成

＊
大

学
改

革
支

援
・
学

位
授

与
機

構
か

ら
教

員
審

査
（
5
年

ご
と

に
）
を

受
け

て
い

ま
す

．

5
．

地
元

企
業

へ
の

就
職

率
の

向
上

を
目

指
す

（
今

後
の

展
開

）
【
改

善
を

要
す

る
点

】

30

独
立

行
政

法
人

国
立

高
等

専
門

学
校

機
構

佐
世

保
工

業
高

等
専

門
学

校
の

取
り

組
み

（
１

）
本

校
の

概
要

に
つ

い
て

（
２

）
学

生
（
本

科
•専

攻
科

）
の

教
育

に
つ

い
て

（
３

）
学

生
生

活
及

び
寮

生
活

に
つ

い
て

（
４

）
研

究
活

動
，

産
学

連
携

及
び

国
際

交
流

に
つ

い
て

31

１
．

学
生

生
活

に
関

す
る

指
導

・
支

援
体

制

学
生

主
事

室
主

事
・
主

事
補

５
名

（
M
,E
,S
,C
,G

）

厚 生 補 導 委 員

学 級 担 任

ク ラ ブ 顧 問

そ の 他 教 員

学 科 長

学
生

厚
生

補
導

委
員

会

教
員

会
議

学
科

会
議

学
生

会

学
生

課
生

活
支

援
係

外
部

の
機

関
・
団

体
佐

世
保

地
区

高
等

学
校

補
導

連
絡

協
議

会
近

隣
の

補
導

委
員

連
絡

協
議

会
警

察
・
JR

・
バ

ス
会

社
et
c

学 生 相 談 室

32

【
学

生
生

活
】

【
学

生
生

活
】
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２
．
学
校
行
事

（
学

生
主

事
室

関
連

分
）

４
月

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
青
少
年
の
天
地
，
１
泊
２
日
）

開
校
記
念
日
（
遠
足
，
学
科
毎
の
新
入
生
歓
迎
行
事
）

５
月

体
育
祭

６
月

高
総
体
（
長
崎
県
，
九
州
地
区
大
会
）
，
交
通
安
全
講
習
会

７
月

九
州
沖
縄
地
区
高
専
体
育
大
会

８
月

全
国
高
専
体
育
大
会
，
夏
季
合
宿

９
月

夏
季
合
宿
（
学
寮
）

10
月

球
技
大
会
・
学
生
会
長
選
挙

11
月

文
化
祭
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

12
月

冬
季
合
宿
（
成
和
館
）

1月
交
通
安
全
講
習
会

3月
春
季
合
宿
（
学
寮
）

33

３
．
学
生

会
組

織

ク
ラ
ブ
数

：
体

育
局
15

，
文
化
局
11

，
同
好
会
２

+ロ
ボ
コ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
生
総
会

学
生
会

（
執
行
委
員
会
）

選
挙
管
理
委
員
会

評
議
員
会

学
級
会

文 化 局

部 長 会

部 長 会

体 育 局

実 行 委 員 会

文 芸 部

軽 音 楽 部

写 真 部

英 会 話 部

パ ソ コ ン 部

サ イ エ ン ス ク ラ ブ

無 線 部

華 道 部

自 動 車 部

吹 奏 楽 部

美 術 部

陸 上 部

野 球 部

ラ グ ビ ー 部

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 部

バ レ ー ボ ー ル 部

ソ フ ト テ ニ ス 部

卓 球 部

剣 道 部

武 道 部

サ ッ カ ー 部

水 泳 部

漕 艇 部

テ ニ ス 部

バ ド ミ ン ト ン 部

ハ ン ド ボ ー ル 部

ロ ボ コ ン ・

プ ロ ジ ェ ク ト

ダ ン ス 同 好 会

柔 道 同 好 会

34

４
．
学
生
指
導

基
本

方
針


『
信
頼
さ
れ
る
人
格
の
育
成

』
モ
ラ
ル
・
公
共
心
の
育
成
（
「
校
則
の
遵
守
」
、
「
環
境
の
美
化
」
な
ど
）

マ
ナ
ー
の
習
得
（
「
挨
拶
・
会
釈
の
励
行
」
、
「
歩
行
飲
食
の
禁
止
」
な
ど
）

『
清
楚
で
品
の
あ
る
』
身
な
り
（
「
制
服
の
正
し
い
着
用
」
、
「
華
美
な
服
装
を
慎
む
」

な
ど
）


『
全
教
職
員
に
よ
る
学
生
指
導
体
制
の
確
立

』
校
則
等
に
関
す
る
共
通
認
識

き
め
細
か
な
学
生
指
導


『
学
校
の
活
性
化
・
高
度
化
と
地
域
連
携

』
各
種
行
事
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み

ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
・
高
度
化

地
域
連
携
（
高
補
連
、
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー
補
導
員
地
区
連
絡
会
、
各
種

行
事
な
ど
）

35

4．
続
き


登

校
時

の
校

門
指

導
挨
拶
運
動
，
身
な
り
指
導
、
車
両
通
学
許
可
車
両
の
確
認


昼

休
み

時
間

の
巡

回
学

生
主

事
補

と
厚

生
補

導
委

員
で
，
校

内
お
よ
び
学

校
周

辺
を
巡

回


外

部
団

体
と
の

連
携

佐
世

保
地

区
高

等
学

校
補

導
連

絡
協

議
会

の
一

員
と
し
て
各

種
会

合
に
参

加

佐
世

保
北

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

支
援

を
受

け
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
発

足


交

通
安

全
講

習
会

の
実

施
学

生
（
一

般
学

生
・
車

両
通

学
許

可
者

）
に
対

す
る
交

通
安

全
教

育


外

部
講

師
を
招

い
て
各

種
講

演
会

制
服
の
身
だ
し
な
み
講
習
会
（
１
年
生
対
象
）

タ
バ
コ
の
害
講
習
会
（
１
年
生
対
象
）

薬
物
乱
用
防
止
講
習
会
（
２
年
生
対
象
）

情
報
モ
ラ
ル
講
習
会
（
１
～
３
年
生
対
象
）

36
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５
．
学
生
支
援

•学
生
相
談
室
長

1名
相
談
員

6名
（
各
学
科
か
ら
1名

，
保
健
室
の

看
護
師
）


外
部
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

2 名
体
制

（
原
則
と
し
て
，
1名

は
月

1回
，
1名

は
月

2回
来
校
）


運
用
体

制

保
健
室
が
窓
口
に
な
り
，
学

生
の
相
談
に
対
応


学
生
相
談
（
学
生
相
談
室
）

37

５
.続

き

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

(本
校

教
員

）

発
達
障

害
ま
た
は
そ
の
疑

い
の

あ
る
学

生
に
対
し
、

個
々
の
状

態
に
応
じ
て
、
外
部

専
門

機
関

と
連
携

を
と

り
な
が
ら
、
各
種

支
援

を
行

う
。

【
平

成
19

年
度

現
代

Ｇ
Ｐ
採
択

事
業

の
継

続
】

奨
学
支
援
（
生
活
支
援
係
）

授
業
料
免

除
，
奨
学

金
関

係
の

業
務

を
担

当

38

６
.自

己
評
価

学
生
指
導
・
支
援
に
つ
い
て
は
、
大

枠
計
画
通
り

進
ん
で
い
る
。

⇒
優
れ
て
い
る
点

・
活
発
な
学
生
会
活
動

・
学
生
相

談
・
特
別
支
援
教
育
に
お
け
る
外
部
専
門

人
材
と
の
連
携

39

⇒
改

善
点

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
〈
情
報

端
末

機
器

〉
使
用

マ
ナ
ー

向
上

・
学

外
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
訪

問
日

の
増

加

+ク
ラ
ブ
顧
問

負
担

軽
減

策
の

立
案

、
実
施

6
.続

き

40
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３
．
学
生
寮

（
１
）
西
雲
寮
：
昭
和
3
7
年
4
月
～

「
学

生
が

早
く
学

校
生

活
に
適

応
し
、
自

主
的

に
共

同
生

活
を
営

む
こ
と

に
よ
り
、
友

情
・
互

助
・
寛

容
な
ど
の

精
神

を
養

い
、
将

来
す
ぐ
れ

た
社

会
の

形
成

者
に
な
る
た
め
の

資
質

を
涵

養
す
る
」

41

【
寮
生
活
】

【
寮
生
活
】

（
２
）
学

寮
の

状
況

学
寮

内
の

お
も
な
施

設
１

42

（
２
）
学

寮
の

状
況

学
寮

内
の

お
も
な
施

設
２

43

（
２
）
学
寮
の
状
況

本
寮
は
学
生
自
治
を
目
指
し
て
い
る

44
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年
度

全
学
⽣
数

年
度
始
め
の
⼊
寮
者
数

年
間
退
寮

者
数

寮
定
員

年
度
始
め
の
⼊
寮
率

全
体

a
男
⼦

⼥
⼦

全
体

b
男
⼦

c
⼥
⼦

d
全
体
定
員

e
男
⼦
定
員

f
⼥
⼦
定
員

g
全
体

b/
定

員
e

男
⼦

c/
定

員
f

⼥
⼦

d/
定

員
g

全
体

b/
全

学
生

数
a

H1
5

84
0

67
7

16
3

39
7

32
9

68
24

47
0

39
0

80
84

.5
%

84
.4
%

85
.0
%

47
.3
%

H1
6

85
5

70
0

15
5

41
8

35
6

62
19

47
0

39
0

80
88

.9
%

91
.3
%

77
.5
%

48
.9
%

H1
7

83
7

68
5

15
2

42
1

36
1

60
30

47
0

39
0

80
89

.6
%

92
.6
%

75
.0
%

50
.3
%

H1
8

83
0

68
8

14
2

40
4

35
2

52
21

47
0

39
0

80
86

.0
%

90
.3
%

65
.0
%

48
.7
%

H1
9

82
5

68
1

14
4

42
1

37
0

51
33

47
0

39
0

80
89

.6
%

94
.9
%

63
.8
%

51
.0
%

H2
0

83
8

69
5

14
3

43
1

38
5

46
22

47
0

39
0

80
91

.7
%

98
.7
%

57
.5
%

51
.4
%

H2
１

84
1

70
3

13
8

43
6

38
2

54
30

47
0

39
0

80
92

.8
%

97
.9
%

67
.5
%

51
.8
%

H2
2

86
5

72
7

13
8

40
6

35
2

54
25

47
0

39
0

80
86

.4
%

90
.3
%

67
.5
%

46
.9
%

H2
3

86
3

72
5

13
8

40
8

35
2

54
26

47
0

39
0

80
86

.8
%

90
.3
%

67
.5
%

47
.3
%

H2
4

86
1

72
2

13
9

41
8

35
5

63
31

47
0

39
0

80
88

.9
%

91
.0
%

78
.8
%

48
.5
%

H2
5

85
4

70
3

15
1

41
3

34
4

69
45

47
0

39
0

80
87

.9
%

88
.2
%

86
.3
%

48
.4
%

H2
6

85
3

68
7

16
6

38
7

32
2

65
74

47
0

39
0

80
82

.3
%

82
.6
%

81
.3
%

45
.4
%

H2
7

84
7

67
6

17
1

39
5

31
9

76
73

47
0

39
0

80
84

.0
%

81
.8
%

95
.0
%

46
.6
%

H2
8

86
2

68
0

18
2

40
3

31
9

84
29

47
0

39
0

80
85

.7
%

81
.8
%

10
5.
0%

46
.8
%

H2
9

86
2

68
0

18
2

40
3

32
6

77
47

0
39

0
80

85
.7
%

83
.6
%

96
.3
%

46
.8
%

本
科

お
よ

び
専

攻
科

生
含

め
、

学
生

総
数

の
約

半
分

が
寮

生
で

あ
る

表
３

－
１

年
度

初
め

の
入

寮
状

況

建
物

の
定

員
充

足
率

は
約

9
割

で
、

効
率

的
に

有
効

活
用

さ
れ

て
い

る

実
質

の
収

容
可

能
人

数
は

4
4
1
名

（
床

数
基

準
）
。

乾
燥

機
室

、
倉

庫
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ル

ー
ム

な
ど

共
有

ス
ペ

ー
ス

を
増

や
し

て
い

る
た

め
。

（
２

）
学

寮
の

状
況

入
寮

者
数

・
入

寮
率

45

3
5
5

3
4
4

3
2
2

3
1
9

3
1
9

3
2
6

6
3

6
9

6
5

7
6

8
4

7
7

0

1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

人 数

年
度

年
度

初
め

の
入

寮
者

数
女

子

男
子

0
%

2
0%

4
0%

6
0%

8
0%

1
00

%

1
20

%

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

入 寮 率

年
度

年
度

初
め

の
入

寮
率

女
子

入
寮

者
数

/
女

子
寮

定
員

男
子

入
寮

者
数

/
男

子
寮

定
員

全
入

寮
者

数
/
全

寮
定

員

全
入

寮
者

数
/
全

学
生

数

図
３

－
１

年
度

初
め

の
入

寮
者

数
の

推
移

図
３

－
２

年
度

初
め

の
入

寮
率

の
推

移

入
寮

者
数

総
数

は
横

ば
い

4
0
0
±

α
（
ほ

ぼ
定

員
一

杯
）
。

H
2
9
年

、
近

年
の

女
子

増
加

傾
向

に
対

応
し

、
男

子
棟

の
一

部
（
E
2
, 

E
3
）
を

女
子

棟
へ

改
修

。

次
年

度
H

3
0
年

度
は

男
子

学
生

の
割

合
が

増
え

た
た

め
、

現
在

、
女

子
棟

の
一

部
（
E
2
）
を

男
子

棟
へ

改
修

予
定

。

（
２

）
学

寮
の

状
況

入
寮

者
数

・
入

寮
率

46

①
全

体
③

全
体

と
A

棟
の

比
較

②
全

体
と
N

棟
の

比
較

④
全

体
と
B

棟
の

比
較

⑤
全

体
と
E
棟

の
比

較
⑥

全
体

と
F
棟

の
比

較

設
問

設
問

内
容

1
居

室
が

清
潔

で
居

心
地

が
よ

い

2
居

室
が

静
か

で
勉

強
し

や
す

い

3
食

堂
の

設
備

は
良

い

4
風

呂
場

の
設

備
は

良
い

5
エ

ア
コ

ン
の

設
備

は
良

い

6
寮

の
環

境
整

備
は

さ
れ

て
い

る

7
寮

生
会

の
指

導
は

適
切

で
あ

る

8
教

員
の

指
導

は
適

切
で

あ
る

9
勉

強
し

や
す

い
雰

囲
気

が
あ

る

1
0

イ
ベ

ン
ト

の
数

は
適

切
で

あ
る

1
1

友
人

関
係

は
良

好
で

あ
る

1
2

先
輩

・
後

輩
の

関
係

は
良

い

1
3

食
事

に
は

満
足

し
て

い
る

1
4

食
費

の
設

定
は

適
切

で
あ

る

1
5

寮
費

の
設

定
は

適
切

で
あ

る

1
6

乾
燥

機
の

数
は

適
切

で
あ

る

1
7

洗
濯

機
の

数
は

適
切

で
あ

る

1
8

製
氷

機
の

数
は

適
切

で
あ

る

表
３

－
２

寮
生

活
ア

ン
ケ

ー
ト

の
評

価
項

目
1
：
全

く
そ

う
思

う
2
：
そ

う
思

う
3
：
ど

ち
ら

で
も

な
い

4
：
そ

う
思

わ
な

い
5
：
全

く
そ

う
思

わ
な

い 新
し

い
棟

１
～

３
年

古
い

棟
１

年

新
し

い
棟

３
～

５
年

古
い

棟
５

年
男

女
古

い
棟

女
子

棟

（
２

）
学

寮
の

状
況

入
寮

者
数

・
入

寮
率

【
考

察
1
】
男

子
は

古
い

棟
で

不
満

が
多

い
。

女
子

は
古

い
棟

を
き

れ
い

に
使

っ
て

い
る

【
考

察
2
】
教

員
に

よ
る

生
活

指
導

は
結

構
厳

し
い

。4
7

（
３

）
自

己
評

価

【
特

色
あ

る
取

り
組

み
】

寮
生

の
生

活
指

導
に

関
し

て
は

、
ま

ず
寮

生
会

が
先

頭
に

立
っ

て
指

導
す

る
。

>
>
>

し
か

し
な

が
ら

、
教

職
員

の
手

入
れ

も
必

要
。

巡
回

点
検

や
寮

生
会

が
指

導
し

き
れ

な
い

学
生

へ
の

指
導

な
ど

。

【
優

れ
て

い
る

点
】

寮
務

主
事

室
・
学

寮
委

員
会

・
学

寮
事

務
室

・
寮

生
会

の
P

D
C

A
の

意
識

が
高

い
。

>
>
>

『
（
３

）
お

も
な

取
り

組
み

：
表

３
－

３
平

成
2
7
～

2
8
年

度
の

寮
生

の
生

活
環

境
向

上
の

た
め

の
改

善
』
参

照

【
改

善
を

要
す

る
点

】
課

題
は

教
職

員
の

業
務

負
担

軽
減

。
超

過
勤

務
手

当
も

な
し

に
、

放
課

後
や

宿
直

の
時

間
を

割
い

て
指

導
が

行
わ

れ
て

い
る

。
>
>
>

各
種

届
出

の
W

e
b
化

・
教

員
一

人
宿

直
体

制
の

整
備

。
<
<
<

『
（
５

）
今

後
の

展
開

』
参

照
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独
立
行
政
法
人

国
立
高
等
専
門
学
校
機
構

佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学
校
の
取
り
組
み

（
１
）

本
校

の
概

要
に
つ
い
て

（
２
）

学
生

（
本

科
•専

攻
科

）
の

教
育

に
つ
い
て

（
３
）

学
生

生
活

及
び
寮

生
活

に
つ
い
て

（
４
）

研
究

活
動

，
産

学
連

携
及

び
国

際
交

流
に
つ
い
て

49

４
研

究
活

動
、

産
学

官
連

携
及

び
地

域
貢

献
４

－
１

研
究

活
動

に
つ

い
て

研
究

力
向

上
は

、
教

員
の

主
要

義
務

の
一

つ

運
営

費
交

付
金

の
削

減
研
究
業
績
の
向
上
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
等
の
競
争
的

研
究
資
金
獲
得
に
大
き
な
影
響

〇
研

究
課

題
提

案
制

度
の

実
施

（
校

長
裁

量
経

費
か

ら
の

研
究

費
配

分
制

度
）

〇
科

研
費

申
請

に
関

す
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
制

度
〇

科
研

費
申

請
促

進
の

た
め

の
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

設
置

等

「
特

例
適

用
専

攻
科

」
の

認
定

専
攻

科
特

別
研

究
の

指
導

教
員

資
格

審
査

（
Ｈ

2
6
年

度
）

認
定
の
た
め
に
は
基
準
以
上
の
研
究
業
績
（
５
年
間
で
２
報

の
査
読
付
き
論
文
が
あ
る
こ
と
）
が
必
要

本
校

の
取

り
組

み
本

校
の

取
り

組
み

50

学
術

論
文

・
研

究
発

表
件

数
の

推
移

051015202530354045

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

図
５

－
１

学
術

論
文

の
学

会
誌

等
へ

の
発

表
掲

載
件

数

G C S E M

02040608010
0

12
0

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

図
５

－
３

学
会

等
に

お
け

る
研

究
発

表

件
数

G C S E M

Ｈ
28

年
度

27
報

Ｈ
29

年
度

23
報

（
前

期
）

Ｈ
28

年
度

12
8件

Ｈ
29

年
度

64
件

（
前

期
）

５
年

生
、

専
攻

科
学

生
へ

の
高

度
な

研
究

指
導

力
の

確
保

51

科
学

研
究

費
助

成
事

業
の

採
択

状
況

教
員

間
の

研
究

連
携

と
大

学
・

公
的

研
究

機
関

と
の

共
同

研
究

を
推

進

【
国

立
高

等
専

門
学

校
機

構
の

目
標

】
科

研
費

申
請

件
数

お
よ

び
採

択
率

の
向

上

平
成

2
9
年

度
は

、
継

続
件

数
と

新
規

採
択

件
数

を
合

わ
せ

て
1
5
件

（
新

規
４

、
継

続
1
1
）

本
校

の
取

り
組

み
52
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表
５

－
３

最
近

の
科

学
研

究
費

助
成

事
業

へ
の

申
請

状
況

（
※
表
中

P、
M
、
E、

S、
C、

G
、
Tは

、
そ
れ
ぞ
れ
校
長
、
機
械
工
学
科
、
電
気
電
子
工
学
科
、
電
子
制
御
工
学
科
、
物
質
工
学
科
、
一
般
科
目
、
技
術
室
を
示
す
。
）

年
　　
　　
　度

区
　　
　　
　分

Ｐ
Ｍ

Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｇ

Ｔ
計

新
　　
　　
　規

0
8

7
7

10
10

0
42

継
　　
　　
　続

1
1

3
3

0
1

0
9

計
1

9
10

10
10

11
0

51

研
究
者
数

1
11

11
11

13
20

1
68

申
請
率
（
新
規
）

0%
73
%

64
%

64
%

77
%

50
%

0%
62
%

申
請
率
（
新
規
・継
続
）

10
0%

82
%

91
%

91
%

77
%

55
%

0%
75
%

新
　　
　　
　規

1
8

7
7

8
14

1
46

継
　　
　　
　続

1
0

1
2

1
3

0
8

計
2

8
8

9
9

17
1

54

研
究
者
数

1
11

10
10

11
20

2
65

申
請
率
（
新
規
）

10
0%

73
%

70
%

70
%

73
%

70
%

50
%

71
%

申
請
率
（
新
規
・継
続
）

20
0%

73
%

80
%

90
%

82
%

85
%

50
%

83
%

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

最
近

の
科

学
研

究
費

助
成

事
業

へ
の

申
請

状
況

〇
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

（
W
G
）

に
よ

る
査

読
制

度
〇

採
択

さ
れ

た
申

請
書

の
開

示
制

度

採
択

数
向

上
へ

向
け

た

本
校

の
取

り
組

み
採

択
数

向
上

へ
向

け
た

本
校

の
取

り
組

み

７
０

％
以

上
の

申
請

率
５

０
件

以
上

の
申

請
数

53

４
－

２
産

学
官

連
携

に
つ

い
て

【
高

等
専

門
学

校
の

使
命

】
地

域
社

会
と

の
連

携
に

よ
る

地
域

社
会

へ
の

貢
献

平
成

2
4
年

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
設

立
（

学
内

組
織

；
総

合
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
を

改
組

）

平
成

1
8
年

４
月

西
九

州
テ

ク
ノ

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
（

N
T
C
）

設
立

（
学

外
組

織
）

長
崎
県
北
地
域
の
産
学
官
民
が
連
携
し
て
、
地
域
の
産
業

と
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
本

校
と

県
内

企
業

と
の

技
術

交
流

お
よ
び
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

教
育
方
法
の
開
発
・
研
究
、
教
員
の
共
同
研
究
、
地
域

社
会
に
お
け
る
技
術
開
発
、
技
術
振
興
及
び
地
域
の
技
術

者
教
育
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

54

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
と

西
九

州
テ

ク
ノ

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
の

役
割

地
域

企
業

の
技

術
相

談
（

定
例

相
談

日
の

設
定

、
特

命
教

授
１

名
の

配
置

）
55

【
産

学
官

連
携

事
業

】
共

同
研

究
・

受
託

研
究

（
J
S
T
を

含
む

）
お

よ
び

寄
付

金
の

推
移

共
同

研
究

・
受

託
研

究
、

受
託

事
業

の
合

計
は 20
件

／
年

程
度

で
推

移

寄
付

金
の

合
計

は
20
件

／
年

程
度

で
推

移

56
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【
産

学
官

連
携

事
業

（
例

）
】

企
業

技
術

セ
ミ

ナ
ー

、
企

業
見

学
会

等
の

実
施

（
基

盤
技

術
、

商
品

技
術

の
紹

介
、

佐
世

保
工

業
会

と
の

連
携

）

若
手

教
員

に
よ

る
研

究
シ

ー
ズ

紹
介

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

へ
の

地
域

企
業

の
協

力

そ
の

他
の

本
校

の
取

り
組

み
そ

の
他

の

本
校

の
取

り
組

み
57

４
－

３
地

域
貢

献
活

動
に

つ
い

て
〇

出
前

授
業

〇
公

開
講

座
、

一
般

教
養

講
座

「
ひ

ら
め

き
と

き
め

き
サ

イ
エ

ン
ス

」
事

業
（

J
S
T
,
4
件

採
択

(
Ｈ

2
9
年

度
)
）

〇
お

も
し

ろ
実

験
大

公
開

05101520253035404550

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

実 施 件 数

実
施

年
度

図
５

－
７

出
前

授
業

の
実

施
件

数
の

推
移

出
前

授
業

は
、

地
域

（
小

中
学

校
、

自
治

会
等

）
の

要
望

、

を
う

け
て
例
年
4
0
～
5
0
件
程
度
実
施
。

0

50
0

1,
00
0

1,
50
0

2,
00
0

2,
50
0

3,
00
0

3,
50
0

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

一
般

中
学
生

小
学
生
以

下

ロ
ボ

コ
ン

開
催

の
た
め
中
止

図
５

－
１

０
「

お
も

し
ろ

実
験

大
公

開
」

の
参

加
者

の
推

移

お
も

し
ろ

実
験

大
公

開
は
、
平
成
2
8
年
度

か
ら
事
前
申
請
制
度
（
参
加
者
1
5
0
0
名
程
度

）
。

58

（
１

）
研

究
活

動
教

員
の

研
究

力
向

上
の

た
め

の
様

々
な

施
策

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
経

費
、

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
（

W
G
）

に
よ

る
査

読
制

度
、

採
択

さ
れ

た
申

請
書

の
開

示
等

（
→

申
請

件
数

増
、

表
５

－
３

参
照

）
。

（
２

）
産

学
連

携
技

術
相

談
、

技
術

紹
介

、
セ

ミ
ナ

ー
開

講
。

若
手

教
員

に
よ

る
研

究
シ

ー
ズ

紹
介

は
、

共
同

研
究

や
受

託
研

究
に

発
展

。

（
３

）
地

域
貢

献
「

出
前

授
業

」
「

公
開

講
座

」
「

一
般

教
養

講
座

」
「

お
も

し
ろ

実
験

大
公

開
」

長
崎

県
北

部
地

域
の

科
学

講
座

と
し

て
広

く
認

知
。

学
生

（
実

験
補

助
）

は
地

域
貢

献
活

動
の

一
翼

を
担

う
存

在
で

あ
り

、
参

加
者

か
ら

も
高

く
評

価
。

（
１

）
研

究
活

動
教

員
の

研
究

力
向

上
の

た
め

の
様

々
な

施
策

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
経

費
、

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
（

W
G
）

に
よ

る
査

読
制

度
、

採
択

さ
れ

た
申

請
書

の
開

示
等

（
→

申
請

件
数

増
、

表
５

－
３

参
照

）
。

（
２

）
産

学
連

携
技

術
相

談
、

技
術

紹
介

、
セ

ミ
ナ

ー
開

講
。

若
手

教
員

に
よ

る
研

究
シ

ー
ズ

紹
介

は
、

共
同

研
究

や
受

託
研

究
に

発
展

。

（
３

）
地

域
貢

献
「

出
前

授
業

」
「

公
開

講
座

」
「

一
般

教
養

講
座

」
「

お
も

し
ろ

実
験

大
公

開
」

長
崎

県
北

部
地

域
の

科
学

講
座

と
し

て
広

く
認

知
。

学
生

（
実

験
補

助
）

は
地

域
貢

献
活

動
の

一
翼

を
担

う
存

在
で

あ
り

、
参

加
者

か
ら

も
高

く
評

価
。

高
等
専
門
学
校
の
教
職
員
の
役
割
は
、
教

育
、
研

究
、

産
学

連
携

活
動
、
地

域
貢

献
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
継
続
可
能
な
方
法

で
実
施
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

高
等
専
門
学
校
の
教
職
員
の
役
割
は
、
教

育
、
研

究
、

産
学

連
携

活
動
、
地

域
貢

献
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
継
続
可
能
な
方
法

で
実
施
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

４
研

究
活

動
、

産
学

官
連

携
及

び
地

域
貢

献
の

ま
と

め
（

自
己

評
価

、
本

校
の

特
徴

）

59

５
．
国
際
交
流

60
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取
組

概
要

①
中
国
・厦

門
理
工
学
院
と
の
相
互
交
流

②
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・ポ

リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
の
相
互
交
流

③
九
州
沖
縄
地
区
９
高
専
連
携
事
業

海
外
英
語
研
修
・イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

④
４
年
生
の
海
外
研
修
旅
行
（全

ク
ラ
ス
）

⑤
モ
ン
ゴ
ル
高
専
支
援

61

①
中
国
・
厦
門
理
工
学
院
と
の
交
流

１
）
1
9
8
3
年

1
0
月

：
佐

世
保

市
・厦

門
市

友
好

都
市

提
携

２
）
2
0
0
4
年

1
0
月

：
佐

世
保

高
専

･厦
門

理
工

学
院

学
術

交
流

協
定

締
結

３
）
2
0
0
5
年

～
：

相
互

交
流

ス
タ
ー
ト

★
学

生
６
～

８
名
，
教
員
３
名
の
相
互
交
流
（
３
週
間
）

★
受

入
（７

月
）：

学
生

交
流

，
工

場
見

学
，
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等

★
派

遣
(1
0
月

)：
学

生
交

流
，
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等

４
）
2
0
1
4
年

6
月

：
１
０
周

年
記

念
式

典

62

①
中
国
・厦

門
理
工
学
院
と
の
交
流

受
入

市
長

表
敬

訪
問

学
生

交
流

長
崎

市
内

見
学

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入

企
業

と
の
懇

談
会

1
0
周

年
記

念
式

典
(2
0
1
4
)

（佐
世

保
北

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

63

①
中
国
・
厦
門
理
工
学
院
と
の
交
流

派
遣

Ｆ
Ｄ
Ｋ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

学
生

交
流

学
生

交
流

実
験

室
見

学
学

生
交

流
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

64

− 67−



②
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・ポ

リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
の
相
互
交
流

１
）
2
0
1
1
年

～
機
械
工
学
科
４
年
生
の
研
修
旅
行
で
１
日
訪
問

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
，
創
作
演
習
（S

P
学
生
と
共
同
）

２
）
2
0
1
5
年

～
S
P
学
生
１
２
人
が
１
週
間
佐
世
保
訪
問

学
生

交
流

，
研

究
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
，
長

崎
市

見
学

３
）
2
0
1
6
年

電
気

電
子

工
学

科
も
S
P
訪

問

４
）
英

語
の
実

践
的

学
習
の
機

会

65

訪
問

機
械
工
学
科
４
年
生
の
Ｓ
Ｐ
訪
問
（９

月
末
）

受
入

Ｓ
Ｐ
学
生
の
来
校
（６

月
末
）

②
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
の
相
互

交
流

66

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・ポ

リ
テ
ッ
ク
ニ
ッ
ク
訪
問
ア
ン
ケ
ー
ト
（2

0
1
4
,機

械
工

学
科

）

①
S
P
訪

問
は
良

か
っ
た
か
？

②
自

分
の
英

語
力

に
自

信
を
持

て
た
か
？

③
英

語
の
必

要
性

を
感

じ
た
か
？

④
英

語
に
対

す
る
考

え
方

は
変

化
が
あ
っ
た
か
？

0
20

40
60

80
10

0

と
て
も
良

か
っ
た

良
か

っ
た

普
通

悪
か

っ
た

と
て
も
悪

か
っ
た

割
合

％

0
20

40
60

80
10

0

と
て
も
持

て
た

持
て
た

ど
ち
ら
で
も
な
い

持
て
な
か

っ
た

全
く
持

て
な
か

っ
た

割
合

％

0
20

40
60

80
10

0

と
て
も
感

じ
た

感
じ
た

ど
ち
ら
で
も
な
い

感
じ
な
か

っ
た

全
く
感

じ
な
か

っ
た

割
合

％
0

20
40

60
80

10
0

と
て
も
あ
っ
た

あ
っ
た

ど
ち
ら
で
も
な
い

な
か

っ
た

全
く
な
か

っ
た

割
合

％

②
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・ポ

リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
の
相
互
交
流

67

③
九
州
沖
縄
地
区
９
高
専
連
携
事
業

１
）2

0
1
2
～
2
0
1
6
年
の
事
業

→
基
本
継
続

２
）海

外
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（２

～
３
週
間
）

東
南
ア
ジ
ア
（タ

イ
，
マ
レ
ー
シ
ア
，
ベ
ト
ナ
ム
他
）

３
）ア

ジ
ア
の
大
学
と
の
交
流
（１

～
３
週
間
）

タ
イ
，
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
，
ベ
ト
ナ
ム
，
マ
レ
ー
シ
ア
他

４
）英

語
キ
ャ
ン
プ
（
２
週

間
，
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
他

）

５
）企

業
技
術
者
講
演
会
（T

O
T
O
等
海
外
勤
務
者
）

項
　
目

2
0
1
3

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

英
語

キ
ャ
ン
プ
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

3
1

1

英
語
研
修
（
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
大
学
）

1

ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
専
門
学
校
交
流
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

2

研
究
発
表
会
（
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
大
学
）

3
2

厦
門
理
工
学
院
交
流
（
中
国
）

6
6

8
6

参 加 人 数

68

− 68−



④
４
年
生
の
海
外
研
修
旅
行
（1

週
間
）

年
機
械

電
気
電
子

電
子
制
御

物
質

2
0
0
6

国
　
内

国
　
内

国
　
内

国
　
内

2
0
0
7

国
　
内

中
国

国
　
内

国
　
内

2
0
0
8

中
国

中
国

国
　
内

国
　
内

2
0
0
9

中
国

中
国

国
　
内

国
　
内

2
0
1
0

中
国

中
国

国
　
内

国
　
内

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

中
国

台
湾

国
　
内

2
0
1
2

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

台
湾

台
湾

台
湾

2
0
1
3

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

台
湾

台
湾

台
湾

2
0
1
4

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

台
湾

台
湾

台
湾

2
0
1
5

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

台
湾

台
湾

台
湾

2
0
1
6

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

台
湾

台
湾

2
0
1
7

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

マ
レ
ー
シ
ア

台
湾

台
湾

2
0
1
1

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
　
　
（
Ｍ
２
，
Ｅ
８
，
Ｓ
４
，
Ｃ
３
）

69

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研
修
旅
行
ア
ン
ケ
ー
ト
（2

0
1
4
,機

械
工
学
科
）

①
企

業
見

学
は
良

か
っ
た
か
？

②
海

外
で
働

く
こ
と
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ

③
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
印

象
④

研
修

旅
行

の
評

価
（
1
0
0
点

満
点

）

0
20

40
60

80
10

0

と
て
も
良

か
っ
た

良
か

っ
た

普
通

悪
か

っ
た

と
て
も
悪

か
っ
た

割
合

％
0

20
40

60
80

10
0

と
て
も
良

い

良
い

普
通

悪
い

と
て
も
悪

い

割
合

％

0
20

40
60

80
10

0

と
て
も
良

か
っ
た

良
か

っ
た

普
通

悪
か

っ
た

と
て
も
悪

か
っ
た

割
合

％

0
20

40
60

80
10

0

95
～

10
0点

90
～

94
点

85
～

89
点

80
～

84
点

75
～

79
点

割
合

％

④
４
年
生
の
海
外
研
修
旅
行
（
1
週
間
）

70

⑤
モ
ン
ゴ
ル
高
専
支
援

◆
高
専
機
構
海
外
展
開
事
業
：

モ
ン
ゴ
ル
，
タ
イ
，
ベ
ト
ナ
ム
へ

高
専

型
教

育
支

援

◆
H
2
9
.1
0
月
：
高
専
機
構
よ
り
モ
ン
ゴ
ル
３
高
専
の
協
力
支
援
校
に
指
名

◆
H
2
9
年

度
：

機
械
系
教
員
の
研
修
…

於
佐
世
保
（1

月
），

於
モ
ン
ゴ
ル
（３

月
）

◆
H
3
0
年

度
：

電
気

系
教

員
の
研

修
，
日

本
企

業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
4
名

）

71

教
員
研
修

１
月
（
於
佐
世
保
）
：

機
械
系
･実

験
実
習
体
験
，
授
業
見
学

３
月
（
於
モ
ン
ゴ
ル
）：

教
員
３
名
，
学
生
３
名
が
訪
問
し
，
実
験
実
習
指
導
，

５
～

１
０
日

模
擬
授
業
実
施
，

６
テ
ー
マ
の
実
験
装
置
寄
贈

⑤
モ
ン
ゴ
ル
高
専
支
援

72

− 69−



国
際

学
術

交
流

協
定

大
学

等
名

国
  
名

締
結

年
月

日

厦
門

理
工

学
院

中
華

人
民

共
和

国
2
0
0
4
年

1
0
月

2
6
日

承
徳

石
油

高
等

専
科

学
校

中
華

人
民

共
和

国
2
0
0
6
年

6
月

3
0
日

北
京

大
学

化
学

与
分

子
工

程
学

院
中

華
人

民
共

和
国

2
0
0
7
年

6
月

2
8
日

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

王
立

工
科

大
学

情
報

通
信

工
学

部
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
王

国
2
0
0
7
年

8
月

1
5
日

仁
荷

大
学

情
報

技
術

工
学

院
大

韓
民

国
2
0
1
0
年

3
月

1
1
日

新
モ

ン
ゴ

ル
高

専
　

(校
長

は
佐

世
保

高
専

O
B
・4

1
期

制
御

）
モ

ン
ゴ

ル
国

2
0
1
7
年

1
1
月

2
日 73

平
2
9
年

1
1
月

2
日

：
新

モ
ン

ゴ
ル

高
専

と
の

国
際

学
術

交
流

協
定

締
結

式

ブ
ヤ

ン
・新

モ
ン

ゴ
ル

高
専

校
長

74

平
2
9
年

1
1
月

4
日

：
同

窓
会

創
立

５
０
周

年
記

念
式

典
･講

演
会

75
平

3
0
年

3
月

5
日

：
新

モ
ン

ゴ
ル

高
専

へ
の

図
書

贈
呈

式

図
書

寄
贈

3
6
0
冊

◆
モ

ン
ゴ

ル
で

は
旧

ソ
連

教
科

書

→
難

し
い

◆
日

本
の

教
科

書
が

分
か

り
易

い

◆
授

業
方

法
も

指
導

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ
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地
元
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
と
の
交
流

◆
米
軍
基
地
内

小
，
中
，
高
校
生
と
教
職
員
，
保
護
者
を
学
内
に
招
待

◆
小
学
生
(1
1
月
，
７
０
名
)：

知
活
英
語
コ
ー
ス
の
学
生
に
よ
る
お
も
し
ろ
実

験

◆
中
、
高
生
(1
月
，
８
０
名
)：

知
活
英
語
コ
ー
ス
の
学
生
に
よ
る
専

門
実

験

◆
米

軍
基

地
内

学
校

や
市

民
文

化
ホ
ー
ル
で
の
出

前
実

験
も
実

施

※
知
活
英
語
コ
ー
ス
：

４
年
生
約
５
０
人
が
，
火
曜
午
後
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
(５
人
）

と
の
少
人
数
英
会
話
教
室

77

自
己
評
価

【特
色
あ
る
取
組
】

★
厦
門
理
工
学
院
と
の
学
生
相
互
交
流

→
今
後
も
継
続
実
施

【優
れ
て
い
る
点
】

★
４
年
生
全
ク
ラ
ス
の
海
外
研
修
旅
行

東
南
ア
ジ
ア
の
諸
外
国
を
開
拓
し
，
相
互
交
流
ま
で
発
展

【改
善
を
要
す
る
点
】

★
学
生
個
別
参
加
の
海
外
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
組

★
海
外
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入

→
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
化

★
学
寮
以
外
で
長
期
休
業
中
も
受
入
可
能
な
、
宿
泊
施
設
の
整
備
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ま
と
め
；
高

専
教

育
の

役
割

ま
と
め
；
高

専
教

育
の

役
割

も
の

づ
く
り
や

創
造

す
る
喜

び
と
学

ぶ
楽

し
さ
を

早
期

に
知

る
こ
と
に
よ
っ
て
明

確
な
目

的
意

識
を
醸

成
卓

越
し
た
技

術
者

，
研

究
者

と
し
て
基

盤
形

成
マ
イ
ン
ド
の

育
成

地
域

理
工

学
系

高
等

教
育

研
究

機
関

と
し
て
の

社
会

的
責

任

も
の

づ
く
り
や

創
造

す
る
喜

び
と
学

ぶ
楽

し
さ
を

早
期

に
知

る
こ
と
に
よ
っ
て
明

確
な
目

的
意

識
を
醸

成
卓

越
し
た
技

術
者

，
研

究
者

と
し
て
基

盤
形

成
マ
イ
ン
ド
の

育
成

地
域

理
工

学
系

高
等

教
育

研
究

機
関

と
し
て
の

社
会

的
責

任
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 佐世保工業高等専門学校は、昭和３７年４月に九州で最初の国立高等専門学校第一期校と

して設立されました。第１期生を世に送り出し、既に半世紀を超える中で、我が国産業界

を中心に多くの分野で活躍する７，８００名超の卒業生を輩出してまいりました。国立高専の

最大の特徴は、中学を卒業してすぐの十五歳から成人に至る５年間の基礎から専門に至る

早期一貫教育にあり、これは今日世界的にみてもユニークな高等教育として位置付けられ

るものです。そして、設立当初、我が国の高度成長を支える実践的技術者を養成する高等

教育機関としてスタートした高専ですが、この半世紀の著しい社会変革のなかで卒業生の

進路の多様化に見られるように高専自身も大きく変化してきました。このような中で次の

半世紀、高専教育が基本的に持つ特徴を最大限生かしつつ、今後も、社会に必要とされる

人材、さらには、今後の社会を牽引できる人材を輩出するためにはどのような変革が必要

であるか、高専自身が常に強く意識し、行動せねばなりません。 
 平成１６年、全国の高専は１つの 独立行政法人 国立高等専門学校機構 と呼ばれる組織

に統合され、現在、全国で５１高専がこの組織のなかで運営されています。この法人化に伴

い５年を一期とする中期目標・中期計画を設定して学校運営がなされるようになりました。

平成３０年度はその第３期終了年に当たり、翌平成３１年度はいよいよ第４期のスタートの

年となります。このような中、学外の有識者の方々に本校の現状をお知らせし、今後の学

校運営についてご意見をいただくべく、外部評価委員会を設置し、去る３月８日にその会

を開催させていただきました。その結果、各委員から、本校の今後の運営に関わる極めて

貴重なご意見を多数賜りました。賜りましたご意見につきましては、次期第４期中期計画

に適切に反映させ、今後の本校の運営に役立てさせていただきます。 
 本報告書には、外部評価委員会で交わされた質疑応答と提言の内容を収録するとともに、

その後にいただいた各委員からの評価表とコメントも掲載させていただきました。また、

外部評価委員会での本校の概要等説明資料も併せて添付させていただきました。 
 ご多用の中、本校の状況を熱心にお聞きくださり、貴重なご意見をいただきました髙松

洋委員長をはじめ外部評価委員会委員の皆様方に深く御礼申し上げます。 
 
   平成３０年３月 

 

独立行政法人 国立高等専門学校機構 
佐世保工業高等専門学校長 東 田 賢 二 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度 佐世保工業高等専門学校外部評価報告書 

外部評価委員会委員 

委員長  髙松  洋  九州大学工学部長（大学院工学研究院長、工学府長） 

委 員  太田 博道  長崎県立大学長 

委 員  松野 廣文  佐世保市中学校長会 会長（佐世保市立宮中学校長） 

委 員  檜槇  貢  佐世保市政策推進センター センター長 

委 員  前田 一彦  佐世保商工会議所 会頭 

委 員  小池 貞夫  株式会社大島造船所 代表取締役副社長 

委 員  永田 安夫  公益財団法人長崎県産業振興財団 佐世保事業所長 

委 員  石田 謙二  株式会社長崎新聞社 取締役 佐世保支社長 

委 員  来崎 良輝  佐世保工業高等専門学校同窓会 会長 
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